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特特集集 不不安安定定労労働働ととのの闘闘いい

特
集
「
不
安
定
労
働
と
の
闘
い
」

「
金
属
産
業
で
最
も
劣
悪
な
労
働
環
境
の
実
情
」

〜
イ
ン
ド
の
船
舶
解
撤
現
場
を
視
察
し
て
〜

3

はは
じじ
めめ
にに

「
労
働
者
が
１
日
１
米
ド
ル
未
満
の
賃

金
で
働
き
、
想
像
で
き
る
限
り
最
悪
と

言
っ
て
い
い
生
活
・
労
働
条
件
の
も
と
に

置
か
れ
、
致
命
的
な
安
全
衛
生
上
の
リ

ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。」Ｉ
Ｍ
Ｆ（
国

際
金
属
労
連
）は
、
イ
ン
ド
の
船
舶
解
撤

現
場
の
労
働
環
境
を
こ
う
表
現
し
て
い

る
。
2
0
0
3
年
、
全
イ
ン
ド
港
湾
労

働
組
合
連
合
会
傘
下
の
ム
ン
バ
イ
港

湾
・
一
般
労
働
組
合
は
、
Ｓ
Ｍ
Ｅ
Ｆ
Ｉ（
イ

ン
ド
鉄
鋼
・
金
属
・
機
械
労
連
）と
Ｉ
Ｍ

Ｆ（
国
際
金
属
労
連
）の
支
援
を
受
け
、

イ
ン
ド
西
海
岸
中
部
の
ム
ン
バ
イ
市
に

お
い
て
、
主
要
船
舶
解
撤
国
で
は
初
と

な
る
現
場
労
働
者
の
組
織
化
に
成
功
し

た
。
本
稿
で
は
、
ム
ン
バ
イ
の
船
舶
解
撤

現
場
の
実
情
を
目
の
当
た
り
に
し
た
Ｉ

Ｍ
Ｆ
‐
Ｊ
Ｃ
「
南
ア
ジ
ア
労
働
事
情
調
査

団
」（
2
0
0
6
年
４
月
）の
報
告
を
も
と

に
、
船
舶
解
撤
現
場
に
お
け
る
不
安
定

労
働
の
現
状
、
現
地
労
働
組
合
に
よ
る

組
織
化
の
苦
労
や
経
緯
、
そ
し
て
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
‐
Ｊ
Ｃ
「
南
ア
ジ
ア
労
働
事
情

調
査
団
」
は
、
2
0
0
6
年
４
月
24
日
、
Ｉ

Ｍ
Ｆ
南
ア
ジ
ア
事
務
所
な
ら
び
に
Ｓ
Ｍ
Ｅ

Ｆ
Ｉ
（
イ
ン
ド
鉄
鋼
・
金
属
・
機
械
労
連
）

の
協
力
を
得
て
、
ム
ン
バ
イ
市
に
あ
る
船

舶
解
撤
現
場
を
視
察
し
た
。
そ
こ
で
見
た

も
の
は
、
あ
ま
り
に
も
劣
悪
な
労
働
環
境

と
不
安
定
な
雇
用
状
態
に
置
か
れ
て
い
る

労
働
者
の
現
状
で
あ
っ
た
。

ああ
まま
りり
にに
もも
劣劣
悪悪
なな

労労
働働
環環
境境

ム
ン
バ
イ
船
舶
解
撤
現
場
で
は
、
満
潮

時
に
船
を
陸
地
（
砂
浜
）
に
引
き
上
げ
、

干
潮
時
に
解
体
作
業
を
行
う
「
ビ
ー
チ
ン

グ
方
式
（
浜
解
撤
）」
に
よ
っ
て
、
漁
船
、

●
ム
ン
バ
イ
船
舶
解
撤
現
場
の
実
情

〜
劣
悪
な
労
働
環
境
と
不
安
定
な
雇
用
形
態
〜

冷
凍
船
、
貨
物
船
な
ど
の
中
型
船
舶
（
１

万
５
千
ト
ン
ク
ラ
ス
ま
で
）
が
、
ま
さ
に

「
人
力
」
に
よ
っ
て
解
撤
さ
れ
て
い
る
（
写

真
①
）。
30
フ
ィ
ー
ト
（
約
９
メ
ー
ト
ル
）

間
隔
で
19
区
画
の
解
撤
現
場
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
現
場
に
お
い
て
も
屋
根
は
お
ろ

か
船
を
覆
う
シ
ー
ト
す
ら
な
く
、
労
働
者

は
年
間
平
均
最
高
気
温
が
38
℃
に
達
す
る

ム
ン
バ
イ
の
炎
天
下
で
の
作
業
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
の
有
害
物
質
は
廃
船

か
ら
「
む
き
出
し
」
状
態
の
ま
ま
何
の
対

策
も
と
ら
れ
て
お
ら
ず
（
写
真
②
）、
廃
油

な
ど
の
汚
染
物
質
は
垂
れ
流
さ
れ
て
海
が

黒
く
染
ま
っ
て
お
り
（
写
真
③
）、
健
康
被

害
、
環
境
汚
染
が
深
刻
で
あ
る
こ
と
を
物

語
っ
て
い
た
。
解
体
さ
れ
た
廃
船
の
鋼
板

全日本金属産業労働組合協議会
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政策局主任　松崎　寛

①「ビーチング方式（浜解撤）」によって
解体される廃船。
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雇
用
契
約
が
切
れ
る
と
、
次
の
現
場

（
請
負
業
者
）に
職
を
求
め
て
転
々
と
せ

ざ
る
を
得
ず
、
仕
事
が
得
ら
れ
な
い
場
合

に
は
、
即
「
職
な
し
、
文
無
し
」
と
な
っ
て

し
ま
う
。
解
撤
現
場
の
労
働
者
は
極
め

て
不
安
定
な
雇
用
形
態
の
下
に
置
か
れ

て
い
た
。

な
お
、
現
場
の
作
業
者
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
近
隣
諸
州
か
ら
の
移
民
労
働
者
で

あ
り
、
イ
ン
ド
特
有
の
カ
ー
ス
ト
最
下
層
、

あ
る
い
は
カ
ー
ス
ト
枠
外
の
被
差
別
最
下

層
集
団
（
ダ
リ
ッ
ト
）
出
身
で
あ
る
。
法
律

上
カ
ー
ス
ト
で
の
差
別
は
禁
止
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
日
頃
か
ら
社
会
的
に
も
職
業

的
に
も
差
別
を
受
け
て
い
る
の
が
現
実
で

あ
る
。
現
場
で
は
、
負
傷
事
故
、
健
康
被

害
が
多
い
た
め
、
50
歳
以
上
ま
で
働
き
続

け
る
こ
と
は
「
夢
の
ま
た
夢
」
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。

や
部
品
の
欠
片
が
現
場
の
地
面
全
体
に
山

積
み
と
な
っ
て
至
る
と
こ
ろ
に
放
置
さ
れ
、

安
全
な
作
業
場
や
通
路
は
見
当
た
ら
な
か

っ
た
（
写
真
④
）。
ガ
ス
溶
断
用
の
ガ
ス
ボ

ン
ベ
は
、
廃
材
と
と
も
に
無
造
作
に
野
積

み
さ
れ
、
つ
ね
に
爆
発
の
危
険
性
に
晒
さ

れ
て
い
る
（
写
真
⑤
）。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
手

袋
、
マ
ス
ク
な
ど
必
要
最
低
限
の
保
護
具

は
、
労
働
組
合
の
支
援
に
よ
り
序
々
に
支

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
が
、
組
合
の
財
政
事
情
も
あ
り
、
ま
だ

全
員
に
は
行
き
渡
っ
て
お
ら
ず
、
布
を
頭

に
巻
き
つ
け
、
素
手
で
廃
材
を
処
理
す
る

作
業
員
も
多
く
見
受
け
ら
れ
た
（
写
真
⑥
）。

ム
ン
バ
イ
港
湾
・
一
般
労
働
組
合
が
2
0

0
3
年
に
組
織
化
に
成
功
し
て
か
ら
、
以

前
よ
り
状
況
が
改
善
さ
れ
て
い
る
と
い
う

説
明
を
受
け
た
が
、
そ
れ
で
も
金
属
産
業

の
あ
ら
ゆ
る
現
場
と
比
較
す
る
と
、
最
も

劣
悪
な
労
働
環
境
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

労労
働働
者者
のの
雇雇
用用
形形
態態
・・

労労
働働
条条
件件

ム
ン
バ
イ
船
舶
解
撤
現
場
が
フ
ル
稼
働

し
た
場
合
、
約
6
、0
0
0
人
の
雇
用
規
模

と
な
り
、
さ
ら
に
２
万
人
が
、
現
場
周
辺

の
再
圧
延
工
場
や
小
さ
な
鋳
造
工
場
、
酸

素
工
場
、
金
属
売
買
と
い
っ
た
川
下
産
業

で
働
く
こ
と
に
な
る
。
Ｊ
Ｃ
調
査
団
が
視

察
し
た
2
0
0
6
年
は
、
好
調
な
海
運
市

況
の
影
響
で
中
古
船
舶
の
使
用
期
間
が
世

界
中
で
伸
び
た
た
め
、
解
撤
処
理
に
ま
わ

さ
れ
る
船
舶
が
減
少
し
、
ム
ン
バ
イ
の
現

場
に
お
い
て
も
１
区
画
（
約
2
5
0
人
規

模
）の
み
が
稼
動
す
る
状
況
で
あ
っ
た
。

解
撤
現
場
19
区
画
は
す
べ
て
ム
ン
バ
イ

市
の
所
有
で
あ
り
、
港
湾
局
が
管
理
し
て

い
る
。
解
体
業
者
は
港
湾
局
か
ら
区
画
を

借
り
、
解
体
業
者
か
ら
仕
事
を
請
け
負
っ

た
下
請
け
業
者
が
、
船
舶
解
撤
作
業
期
間

中
に
必
要
と
な
る
労
働
者
を
、
解
体
終
了

ま
で
の
期
間
契
約
（
２
〜
３
カ
月
）、
も
し

く
は
日
雇
い
で
雇
用
し
て
い
る
。
現
場
で

の
仕
事
内
容
は
、
ガ
ス
溶
断
、
オ
イ
ル
除

去
、
ク
レ
ー
ン
操
作
、
危
険
物
の
運
搬
な

ど
、
常
に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の
作
業
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
訓
練
や
安

全
衛
生
に
関
す
る
訓
練
は
十
分
で
は
な
い

よ
う
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
同
現
場
に
お
け

る
死
亡
事
故
・
負
傷
件
数
を
は
じ
め
、
労

働
災
害
に
関
す
る
統
計
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

賃
金
は
、
一
番
手
当
て
の
良
い
ク
レ
ー

ン
操
作
で
日
給
1
・
5
米
ド
ル
、
そ
れ
以
外

の
作
業
者
は
日
給
１
米
ド
ル
以
下
で
あ
り
、

運
よ
く
１
年
間
仕
事
に
あ
り
つ
け
た
と
し

て
も
、
年
収
に
し
て
3
0
0
米
ド
ル
（
約
３

万
円
）
に
届
か
な
い
。
イ
ン
ド
金
属
産
業
の

ワ
ー
カ
ー
平
均
年
収
10
万
ル
ピ
ー
〜
15
万

ル
ピ
ー
（
約
30
〜
45
万
円
）
と
比
較
す
る
と

10
分
の
１
以
下
の
賃
金
で
あ
る
。

②アスベストらしきものがむき出し状態のまま
放置されていた。

③海辺は廃油により黒く染まっている。

④安全な作業場・通路は見当たらない。

⑤廃材とともに野積みにされるガスボンベ（中央奥）
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●
労
働
組
合
の
活
動
〜
解
撤
現
場
に
お
け
る
不
安
定
労
働
と
の
闘
い
〜

世
界
の
船
舶
解
撤
量
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ

ィ
シ
ュ
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
パ
キ
ス
タ
ン

の
４
カ
国
で
全
体
の
91
％
を
占
め
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
、
イ
ン

ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
３
カ
国
で
は
、「
ビ
ー

チ
ン
グ
方
式
（
浜
解
撤
）」
に
よ
っ
て
船
舶

の
解
撤
が
行
わ
れ
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
現
場

に
お
い
て
劣
悪
な
労
働
環
境
と
自
然
環
境

汚
染
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
イ

ン
ド
国
内
で
は
、
船
舶
解
撤
産
業
で
働
く

労
働
者
は
約
16
万
人
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
金
属
労
連
）
は
、
そ
う

し
た
船
舶
解
撤
産
業
に
お
け
る
劣
悪
な
労

働
環
境
と
不
安
定
労
働
の
改
善
・
解
消
を

目
的
と
し
て
、
2
0
0
3
年
か
ら
「
イ
ン
ド

の
船
舶
解
撤
産
業
に
お
け
る
金
属
労
働
者

恐
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
組
合
は
時

間
を
か
け
て
現
場
労
働
者
の
信
頼
を
得
る

た
め
の
活
動
を
開
始
す
る
。
ま
ず
、
現
場

で
は
支
給
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
安
全
な
飲

料
水
を
無
料
で
提
供
し
、
財
政
に
少
し
で

も
余
裕
が
あ
る
と
き
に
は
、
防
護
具
を
少

し
ず
つ
買
い
揃
え
、
現
場
労
働
者
に
支
給

し
て
い
っ
た
（
写
真
⑦
）。
労
働
災
害
が
頻

繁
に
起
こ
る
こ
と
か
ら
、
安
全
衛
生
教
育

を
実
施
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
力
し
て
救
急
医

療
サ
ー
ビ
ス
も
開
始
し
た
。
ま
た
、
現
場

労
働
者
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

対
策
活
動
も
行
っ
た
。
組
合
オ
ル
ガ
ナ
イ

ザ
ー
は
、
こ
う
し
た
活
動
続
け
て
い
る
最

中
に
も
、
マ
フ
ィ
ア
や
警
察
当
局
か
ら
執

拗
な
妨
害
を
受
け
な
が
ら
も
、
地
道
な
努

力
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
序
々
に
労
働
者

の
信
頼
を
得
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て
、
現
場
の
労
働
者
は
、
労
働

組
合
の
安
全
衛
生
活
動
の
重
要
性
を
認
識

す
る
よ
う
に
な
り
、
組
合
は
主
要
船
舶
解

撤
国
で
は
初
と
な
る
現
場
労
働
者
の
組
織

化
に
成
功
。
2
0
0
3
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
開
始
後
２
年
間
で
6
5
0
名
の
船
舶
解

撤
労
働
者
が
組
合
に
加
入
し
、
現
在
も
組

織
拡
大
中
で
あ
る
。

組組
織織
化化
のの
成成
果果
とと
活活
動動

ム
ン
バ
イ
港
湾
・
一
般
労
働
組
合
は
、

船
舶
解
撤
現
場
を
組
織
化
し
た
後
、
組
合

と
し
て
の
安
全
衛
生
活
動
を
継
続
し
つ
つ
、

現
場
の
使
用
者
側
と
の
賃
金
・
労
働
条
件

交
渉
や
、
保
護
具
支
給
に
関
す
る
交
渉
を

本
格
的
に
開
始
し
た
。
組
合
の
交
渉
努
力

に
よ
り
、
あ
る
解
撤
現
場
組
合
員
の
日
給
は

0
・
8
9
米
ド
ル
か
ら
1
・
5
0
〜
1
・
8
0

米
ド
ル
に
上
が
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

労
働
災
害
に
よ
る
死
亡
補
償
金
に
つ
い
て

も
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
組
合

は
、
船
舶
解
撤
現
場
労
働
者
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
学
校
を
開
設
し
た
り（
写
真

⑧
）、
不
況
期
に
よ
る
失
業
対
策
と
し
て
、

組
合
員
向
け
銀
行（
融
資
）業
務
も
行
っ
て

い
る
。
組
織
化
当
時
、
敵
対
し
て
い
た
警

察
当
局
と
の
関
係
も
回
復
し
つ
つ
あ
る
。

こ
の
ム
ン
バ
イ
に
お
け
る
パ
イ
ロ
ッ
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
受
け
、
Ｓ
Ｍ
Ｅ

Ｆ
Ｉ
（
イ
ン
ド
鉄
鋼
・
金
属
・
機
械
労
連
）

と
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
金
属
労
連
）
は
、
イ
ン
ド

最
大
の
船
舶
解
撤
現
場
で
あ
り
、
ス
ー
パ

ー
タ
ン
カ
ー
な
ど
の
大
型
船
舶
を
解
撤
し

て
い
る
ア
ラ
ン
お
よ
び
ソ
シ
ヤ
（
推
定
雇

の
組
織
化
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
。

そ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

全
イ
ン
ド
港
湾
労
働
組
合
連
合
会
傘
下
の

ム
ン
バ
イ
港
湾
・
一
般
労
働
組
合
は
、
Ｓ

Ｍ
Ｅ
Ｆ
Ｉ
（
イ
ン
ド
鉄
鋼
・
金
属
・
機
械

労
連
）
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
金
属
労
連
）
の
支

援
を
受
け
、
ム
ン
バ
イ
船
舶
解
撤
現
場
の

組
織
化
を
開
始
し
、
2
0
0
3
年
、
主
要
船

舶
解
撤
国
で
は
初
と
な
る
現
場
労
働
者

の
組
織
化
に
成
功
し
た
。

組組
織織
化化
まま
でで
のの
苦苦
労労

ム
ン
バ
イ
港
湾
・
一
般
労
働
組
合
は
、

1
9
2
0
年
に
設
立
さ
れ
、
イ
ン
ド
で
最

も
歴
史
を
有
す
る
労
働
組
合
の
１
つ
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
経
験
を
活
か
し
て

組
織
化
を
開
始
し
た
も
の
の
、
苦
労
の
連

続
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
現
場
の
労
働
者
の

ほ
と
ん
ど
は
読
み
書
き
が
で
き
ず
、
組
合

の
オ
ル
グ
資
料
が
読
め
な
い
た
め
、
労
働

組
合
が
何
で
あ
る
か
理
解
で
き
な
い
。
ま

た
、
彼
ら
は
短
期
雇
用
契
約
の
労
働
者
で

あ
り
、
雇
用
主
も
頻
繁
に
変
わ
る
た
め
、

労
働
組
合
に
参
加
す
る
こ
と
で
職
を
失

っ
た
り
、
雇
用
主
が
雇
っ
た
マ
フ
ィ
ア
か
ら

暴
力
を
受
け
た
り
す
る
の
で
は
な
い
か
と

⑥ヘルメット、手袋、マスクなど必要最低限の保護
具は行き渡っていない。
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用
者
数
５
万
5
、0
0
0
人
）
の
組
織
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
。
2
0
0
6
年
に
は

ア
ラ
ン
・
ソ
ヒ
ヤ
船
舶
再
利
用
一
般
労
働

組
合（
約
2
5
0
名
）を
設
立
し
た
。
2
0

0
8
年
に
は
使
用
者
側
の
一
方
的
な
賃

金
カ
ッ
ト
を
阻
止
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
を
成

功
さ
せ
て
い
る
。

ま
だ
イ
ン
ド
船
舶
解
撤
産
業
労
働
者
16

万
人
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
が
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に

よ
る
組
織
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｓ
Ｍ
Ｅ

Ｆ
Ｉ
の
懸
命
な
努
力
に
よ
り
成
果
を
あ
げ

は
じ
め
て
い
る
。

イ
ン
ド
は
、
2
0
0
3
年
ま
で
世
界
一

の
船
舶
解
撤
量
を
扱
っ
て
い
た
が
、
2
0

0
4
年
か
ら
は
、
よ
り
労
働
コ
ス
ト
の
安

い
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が
船
舶
解
撤
の
主
役

と
な
り
、
現
在
で
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ

ュ
が
イ
ン
ド
の
３
倍
以
上
も
の
船
舶
解
撤

量
（
図
表
）
を
扱
っ
て
い
る
。
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
で
は
、
あ
る
船
舶
解
撤
請
負
業
者
１

社
の
み
で
、
年
間
3
6
0
件
以
上
の
死
亡

災
害
が
発
生
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
な

ど
、
イ
ン
ド
同
様
の
劣
悪
な
労
働
環
境
か
、

そ
れ
以
上
に
深
刻
な
状
況
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
。

世
界
で
は
今
後
、
1
9
7
0
年
代
の
建

造
ブ
ー
ム
時
の
船
舶
、
特
に
、
一
重
殻
石

油
タ
ン
カ
ー
な
ど
、
現
在
の
安
全
基
準
を

満
た
さ
な
い
サ
ブ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
中
心

に
、
大
量
の
解
撤
予
定
船
の
発
生
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
や
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
解
撤
取
扱

量
が
今
後
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
、
船
舶

解
撤
現
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
の
確
立
は

急
務
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
船
主
お
よ
び
解
撤
業
者
が
船
舶

解
撤
現
場
の
労
働
安
全
衛
生
面
に
配
慮
し
、

環
境
保
全
型
船
舶
リ
サ
イ
ク
ル
実
現
す
る

た
め
の
「
Ｉ
Ｍ
Ｏ
（
国
際
海
事
機
関
）
シ

ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
採

択
さ
れ
て
い
る
が
、
強
制
力
を
持
っ
て
い

な
い
た
め
、
事
実
上
野
放
し
状
態
と
な
っ

て
い
る
。

前
述
の
ム
ン
バ
イ
港
湾
・
一
般
労
働
組

合
や
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
関
係
国
際
機
関
に
、
船

舶
解
撤
労
働
者
の
生
命
を
守
る
よ
う
、
労

働
災
害
防
止
に
む
け
た
強
制
力
の
あ
る
国

際
ル
ー
ル
の
確
立
を
働
き
か
け
て
お
り
、

2
0
0
6
年
９
月
に
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｏ
の
会
合

で
要
求
の
実
現
を
求
め
た
。

こ
う
し
た
労
働
組
合
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
組
織
の

働
き
か
け
の
成
果
も
あ
り
、
Ｉ
Ｍ
Ｏ
は
、

船
舶
の
ず
さ
ん
な
解
体
に
伴
う
廃
油
な
ど

に
よ
る
環
境
汚
染
や
作
業
員
の
健
康
被
害

を
防
ぐ
た
め
、
国
際
航
路
を
行
き
来
す
る

外
航
船
を
対
象
に
、
①
解
体
は
締
約
国
が

認
可
し
た
施
設
に
限
定
す
る
、
②
船
内
に

あ
る
有
害
物
質
の
管
理
の
た
め
、
一
覧
表

の
作
成
と
備
え
付
け
を
義
務
付
け
る
、
な

ど
の
規
定
を
柱
と
す
る
「
船
舶
リ
サ
イ
ク

ル
条
約
案
」
を
策
定
し
、
2
0
0
9
年
５

月
に
香
港
で
開
く
Ｉ
Ｍ
Ｏ
の
会
議
で
条
約

案
を
採
択
、
2
0
1
2
年
の
発
効
を
目
指

●
今
後
の
課
題

（百万総トン） 
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注）1993年までは、Lloyd's Register of Shipping「CASUALTY RETURN」
各年版、1994年以降は同「WORLD CASUALTY STATISTICS」による。

（図表）世界の船舶解撤量の推移（2006年） 資料：（社）日本船主協会

⑧解撤現場付近の道路で無邪気に笑う子どもたち。
労働組合が設立した学校に通っている。

⑦保護具を支給された組合員。

し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
い
る
間

に
も
、
イ
ン
ド
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
船

舶
解
撤
労
働
者
は
日
々
生
命
の
危
険
に
晒

さ
れ
て
い
る
。
国
際
社
会
は
協
調
し
て
早

期
の
発
効
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

な
お
今
後
、
解
撤
の
増
加
が
見
込
ま
れ

て
い
る
1
9
7
0
年
代
後
半
以
降
に
建
造

さ
れ
た
大
型
商
船
は
、
そ
の
７
割
が
日
本

製
と
い
わ
れ
て
お
り
、
我
々
日
本
人
も
真

剣
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。




